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ｏ

■

劃

庁

告

示

口

十

一

弓

水

口

税

邊

■

の

項
中

『
宇
ｏ

郡

水

口

町

夫

宇
」

崔

，
甲

竈

国

硯

邊

則

詰
施

行

令

〔
昭

和
一一一
十

七

年

政
令

弟

百

三
十

市

水

口

町
」

１＝

改

出
，

右

京

硯
珀

■

切

現
中

，
上

花

田

町

五

号
〕
簑

四
十
一
一
集
賞

二

項

た

だ

し

■

切

坦

定

に

凸

づ

岩
，

十

切

＝

吉

『
上

花

田
町

十

普

拙

一
」

に

故

め
、

む

’

説

国

畠

逼
則

桂

＾
晒

聖
一一
十

七

年
法

萄

簑

六

十

六

匂
〕

覧

百

誼

■

切

巧
中

，
上

安

久

＝

百

四

十
」

壷

王

宏

久

二

百

四

二

十
一一一
条

鷺
一
一
項

に

規

定

す

君

手

撒

押

の

柚

付

崔

■

珀

所

十

菩

地
」

に

鼓
出
、

蘭

固

説

詣

■

切

項

中

「
画

曲

七

百
七

ヒ

お

い

て

現

金

で

す

る
，」
と

胡

で

吉
る

■

詣

所

崔

走

田

る

十

一

－

百

十

＾
」

虐
『
画

肺
七

百

七
十

一

普

地

固

百

十

八
」

件

＾
平
成

十
六

年

国

硯
庁

告

示

第

一

号
〕

晒
一

部

崔

次
晒

１＝

改

め
、

柏

貝

泓

鴉

■

の

巧

中

，
氷

上

珊
柏

原

町

柚

圓

五

上

う
に

亜

正
す

る
．

百
十

八

固

＝

壱

，
丹

掠

市

柏

原

可

柏

原

五

百
十

八

■

地

平
成

十

七

年

三

月
二

十

五

日

一
」

に

改
め
，

撞

井

説

邊

■

の

羽

中

『
晃

膿

百
八

十

正

の

国
硯
庁

＾
官

⊥
＾
式
〇
一
曲

四
」

崔

，
稟

胆

百
八

十

五

菩

埋

の

四
」

１；

故

畠
、

油

甫

朝

旭

川

コ

硯

訪

■

の

項

中

，
旭

川

市

八

集

螂

十

四

丁

目
」

誼

讐

晒

巧

中

，
名

高
一
一
百
五

十
五

切

回
」

在

，
毛

高

二

百

吉

，
旭

川

市

■

六

集

一

丁

目

＝

書

十

五

号
」

に

ま

由
、

十

五
十

玉

普

田
」

に

改

田
、

石

見
夫

田

硯
肪

讐

垣

巧
中

『
犬

和

田

理

誼

■
晒

羽

中

「
酉
一
喜

可

一

童
一一
十

画

号
」
走
『
西

田

イ

ニ

百

八

十

九

書
一
一
号
」

崔

工
＾
田

イ
一
一
百
八

十

九

書

＝
普

町

十

四
書

十

＝

号
」

に

鼓

田
，

古

川

硯

鴉

■

の

巧

中

地

二
」

に

改

由
，

大

立

税

誼
１１
の

項

中

二
＾
原

郡
大

京

町

「
毒

町

一

丁
目

二

‘

一

号
」

書
「
拍

六

丁

目

＝

書

十

五

号
』

に

改

喧
、

集

坦

説

邊

■

固

羽

中

「
具
瓜

郡

鶉
喧

可
」
壱
「
口

⊥
＾
宇
」

崔

’
１
古

市

犬

＾

町
」

ヒ

改

晴
、

西

ｏ

説

珀

■

の

＾

市

豊

曲
」

に

ま

卑

佐

招

硯

塙
Ｉ
１
切

項

中

『
畳

来

獺
」

項

中

『
西

封

町

犬

宇
』

を

「
団
岐

の

＾

町
」

に

或

項

＾

崔

『
畳

来

市
」

に

亜

卑

本

荘

甜

鴉
１１
の

項
中

『
本

荘

市

独

刮

誼

■

の

羽

中

『
口
独

郡

山

Ｏ

町
」

岩

，
山

Ｏ

小

咀

田

出

戸
町

宇
」

崔

「
由

利

本

荘
布
」

に

改

曲
・

⊥
＾
曲

説

邊

■

市
」

１＝

改

め
，

川

＾

硯

誼

■

切

珂

中

「
応

拍

郡
川

＾

町
大

の

珊

中

「
夫

曲

市
」

崔

「⊥
＾
仙

市

犬
由
」

に

曲

曲
・

下

蟷

宇

宮

＾

七

百

四
十

七

丑

地

㊧

＝
」

を

『
吉

與

川

市

川

＾

町

甜

誼

■

晒

項

中

『
下

蛆

市

大

宇

＝

末

成

八

亘

一
十

三

書

地

宮

口

七

百

四
十

七

暑

地
一
一」

１＝

亜

め
，

岨

町

説

誼

，

垣

項

の

二
」

宕

『
蜻

西

市
一
一
末

曲

八

百

二

十
一一一
晋
地

二
』

に

故

中

、
萸

局

郡
臼

町

拍

尻
」

臣
「
賞

＾
市

曲

町
⊥
＾
宇

堵

尻

宇
」

由
、

氏

寓

説
誼
ｌ
ー
の

項

中

『
珀

谷

珊

氏

ま

町

犬

宇
」
壱
，
さ

に

或

由
、

伊

予

西

条

説

鴉

ｏ

の

項

中

「
神

篶

甲
五

百

十
一

く

昌

市
」

に

改

由
，

咽

■

説
融
ｌ
１
晒

項

中

，
朝

口

市

大

宇

書

地

の
十

七
」

崔

『
神

拝

甲

五

百

十

一

晋

地

十

七
」

に

故

○

招

千

八

百

九

十

㊧

九
」

音

，
蠣

ｏ
帝

本

可

一

丁

目

一

吾

お
，

甘

末

説

鴉

■

晒

ｏ
中

「
菩

擾

寺

宇

中

切

坪
」

崔

，
菩

四

十
⊥^

号
」

１＝

改

喧
，

躬

蛯

硯

邊

’

の

唖

中

『
新

串
扁
」

捉

寺
」

に

由

砧
、

⊥
＾
川
税

読
－
１
田

項

中

冒

沖

三

百
一
一
十

崔

≒
新

鉋

市
」

ヒ

改
め
、

目

旺

硯

鴉

■

の

■
中

工
＾
宇

官

五

の

一
」

崔

Ｈ
ｏ

■

三

百
一
一
十

五

君
地

一
」

ヒ

改

出
，

山

三

百
九

十
九

－

一
」

を

「
万

‘

寺

六

丁

目

三

十

六

吾

地

の

喧

説

詣

■

田

項

中

、
山

虜

市
夫

宇
」

を

『
山

虜

市
」

に
改

＝
」

に

改
由
、

柚

任

説

窃

讐

の

■
申

『
抵

任

市
」

を

，
白

め
，

珀

池

謝

饒

■

の

垣

中

「
蘂

軸

甫

犬

宇
」

左
「
菊

抽

市
」

山

帝
」

に

改

喧
、

刈

谷

瑚

鴉

■

晒

顯
中

，
神

明

町

三

丁

目

に

改

喧
、

阿
蜻

説

竈

■
晒

項

中
，
呵
雌

郡

一

の

宮

町
⊥
＾
宇
」

五

百

一

菩

地
」

崔

「
珀

椌

町

一

丁
国

四

十

六

晋

地

＝

忙

虐

，
呵

票

市

一

晒

宮

町
」

に

改
由
，

川
内

説

鴉

■

晒

項

中

改
由
，

上

唖

覗

塙

■

切

項

中

「
上

蜆

市
」

を

「
伊

，
市
」

「
川

内

市
』

壱

「
嗜

□

川

内

市
」

に

改

め
、

竈

子

＾

税

鴉

忙
ま

田
、

近

江

八
●

説

誼

，

切

■

中

，
檀

酉

町
一
一
百
画

十

■

の

項
中

「
西

之

芸

九

干

七

百

八

十

六

菩

地
」

崔

『
西

之

一一一
－

二
』

崔

，
撞

官

町

＝

百

四

十

三

暑

地
一
一
」

１；
苗

め
，

岩

一

万
六

壬
一一
百

十

四

書

地

穴
」

ヒ

董

苗

畳
！

○

口

生

男
●

ｏ
告

示

，

百
十
一
一
，

茗

箏

苗

＾
咀

和

三

十

五

年

曲
筍

第

百

回

十

五

号
〕

第
一
一
十

三

尭

の

二

塘

一

項

の

規

定

に
基

づ

吉
、

賞

■

法
第

＝

十

三

条

の
一
一
第

一

巧

切

規

定

忙

‘

づ

告

η

生

労

ｏ

犬

臣

胡

■

，

崔

定

苗

て

拍

定

す

右

匿

■

蠣

毘

崔

茨

切

よ

う

に

定

出
，

麩

■

苗

及

ぴ
操

血

及
む

映

血

あ

つ

ぜ

ん

彙

理
詰

桂

の
一

剖

壼

説
正

す

君

濫

有

＾
平

成

十

四

年

法

む

覧

九

十

六

号
－

茗
一
一
条

切

規

走

晒

施

行

切

日

＾
平
成

十

七

年

四

月

一

目
〕

か

昌

ｉ

用
す

る
．

平

成

十

七

年

三

月
一
一
十

互

目

＾

生

労
ｏ

大

臣

！

辻

秀

久

藁
■

法

鷺
一
一
十

三

免

里

一
第

一

項

の

規
走

に

よ
ｏ

＾

生

萌

ｏ
⊥^

臣

胡

ｏ

早

崔

定

田

て

拮

定

す

君

医
広

棚

器

竈

“

法

塘
一
一
十

三

彙
切
一
一
第

一

■

切

規

定

に

よ

ｏ

口
生

宙

ｏ
犬

臣

胡

■

革

崔

定

邑

て

拍

定

す

る

匿

山

棚

器

肚
，

別

ま

晒

下

Ｏ

忙

Ｏ

げ

昌

Ｏ

軸

に

竈

合
す

る

同

哀

切

中

■

に

掲
げ

る

も

の

＾
コ
ら

助

哺

画

た

苗

１＝

使

月

官

れ

君

こ

と

が

目

的

と

吉
抗

て

い

る

も

切

崔

牒

く
Ｊ

と

す

る
．

た
だ

し
、

別

哀

の

下

■

に

邊

げ

｛

基

串

に

竈

台

す
看

同

簑
切

中

ｏ

に

担

げ

る

匿

臼

邊

器

で

由

っ

て

も
，

当

咳

医
ｏ

伽

盟

切

弼

状
、

ｏ

誼

及

ぴ

原

埋
、

使

用

方

岳

及

口

ｏ

作

カ

法
若

し

く

は

性

龍

讐

が

既

肯

④

匿

広

肥

器

と

明
昌

か

忙

具
な

着
と

昔

は
、

本

告

示

帖

七

月

し

な

い
．

咀

｝

１

別

ま

の

日

ホ

エ

薫

規

帖

の

■

に

邊

げ

る

工
景

ｏ

，

化

法

＾
咀

和

＝

十

四

年

描

讐

寛

百

八

十

五

号
〕

に

■
一
」
く

日
本

工
彙

規

枯

＾
以

下

中
日

ホ

エ

景

規

楮
」

と

い

う

Ｊ

Ｔ
一一
＝

〇
二

帯

の

衰

－

及

ぴ

宝

宜

晒

規

定

喧
、

当

分

の

”
、

ｉ

月

し

な

い
．

里

別

妄

里
＾
十

五

の

羽

及
ぴ

七

十

＝

の

項

に

Ｏ

ぼ

る

日

‡

工

黄

規

柑

丁

三
一
一
〇

九

号
晒

Ｏ
，

七

十

三

の

項

ヒ

珂

げ

る

目

本

工

黄

坦

柏

丁
一一

三

≡
一
喜

の

５
、

蛆
、

１
，

八

十

三

の

ｏ

に

邊

げ

有

日

本

工

薫

規

帖

τ
一一一
二

五

一

号
切

｛
．

ｉ
．

呈
、

九

十

三

の

項

に

相

け
る

目

本

工
賞

規
轄

丁

三

二

四

九

号

の

；
．

ーヨ
、

１

及

ぴ

百
三

の

聰
忙

邊

げ

る
目

本

工

崇

規

柚

丁
一一一
＝

二

＝

号

切

１１

２

⑳

規

定

后

平
成

十

九
年

三

月

三

十

一

目

ま

で

の

冊

直

竈

用
し

な

い

た

た

し

別
虫

の
六

十

五

の

項
、

七

十

二

肥

項
、

七

十

三

肥

項
、

八

十
一
二
肥

羽
、

九

十

三

晒

咀

ヱ

ほ

百

三

晒

項

１；

邊

げ

る

医

竈

肥

器

に

つ

吉

藁

箏

法

籔
一
一
十

三

粂

切
一
一
の

規

走

１：

よ

る

Ｏ

遭

圧
売

の

国

証

壱

曼

け

た

音

が

平

成

十

九

年
一一
百

三

十

一

日

以

前

忙

理

造

唖

亮

し

た

当

瞳

品

目

に

係
暑

別

皇

切

六

十

五

的

巧

及

ぴ

七

十

＝
田

項
忙

担

庁

看

日

本

工

賞

規

櫨

丁

三

二

〇

九

号

晒

筥
、

七

十

三

田

項

仁

邊

げ

る

日

本

工
彙

規

軸

丁
一一一
＝

＝

三

号

切

５
．

蛆
．

ｉ
、

八
十

三

の

■
ヒ

邊
げ

る

日
本

工

藏

規

栴

丁

三

＝

五

一

号

の

４

１
、

呈
、

九

十

三

切

項

忙

掲

げ

召

日
本

工

型

規

店

τ

三

二

四

九

号

切

５
．

Ｈ
．

１

又
は

亘
一一
晒

垣

に
拍

げ

る

目

本

工

薫

規

栴

丁

三

ニ

ニ

ニ

号
の

ｕ
．

呈

切

規

定

肚
、

同

年

九

月
一一一
十

日

虫

で

眈

問

ヒ

限

Ｏ
、

竈

用

Ｌ

右

い
．

昌

藁

■

睦

及

ぴ

撰

血

及
ぴ

供

血
畠

コ

せ
ん

薫

取

閉

桂

切

一

超

岳

鼓

正

す

着

怯

崔

附
則

晴
十

一

集

に
よ

ｏ
，

同

苗

第

＝

集

に

よ

右

改

正

撞

の

茗

■

港

量

二

士
一一
粂

切
一
一
の

咀

畦

を

呈

け

た

も

の

と

み

荘

さ

れ

た
音

に

保
る

別

衰

切

九

十

四
の

羽

警

百
一
一
の

項
に

邊

け

る

品

目

に

コ
い

て

は
、

日

本

工
彙

規

＃

丁
一一一
一
＝

一

号

の

雪
．

冒
．

２

の

規

定

を
、

同
芸

面

九

十

五

の

珂
に

邊

げ

る

品

目

に

つ

い

て

ほ
、

日

本

工

薫

規

拓

丁
三

＝

＝
一
号

の

５
．

目
．

２

切

規

定

崔

平

成
一
一
十

一

年

三

月
一一一
十

一

日

ま

で
田

問
吐
、

竈

用
し

な

い
．

朋
口＝ 一

普
号

４ ヨ 呈 １
ｘ 体 ＃ ｘ
饒拮 里ポ 型ホ ｏ彰

観 融 泓 鍵

窒ア 診ヲ 畦ヲ 窒ア
■ナ 断ル 断ル □ナ

６ ５ ４ 呂 ２ １
藺 靹 断 饒 饒 断
崔殻 妄掘 装鶉 睦ホ 瞳ポ 装秒
■
塞
■
量
口
轟 嚢 鳩 □

塞

ア 丁 ア ■プ ロヲ ア
ジ ラ ナ ル ル ナ
ク ク ロ デ ア □

医

饒

邊
口 撞 デ 皇 ア □

ケ ｏ ラ ■ナ ク 几 ル ク ジ ナ
害

式 タ 口 式 式 式 式
グ

ク 口 式 切
机 ル ク
月 式

帆呈
式

概 棚 机ヨ ル
月

グ
用 用 月 式

汎呈

式 用
名

一 棚 棚 ■ ｘ
体

ｘ

月
ｘ

用 体 螂
棚

ｏ
汎呈 ｘ

獺 用
訪

型 型 誰 睦
用一 睦
抽

一 ｘ ｘ 瞳

ｚ ｚ ｚ ｚ

四 匝 四 四
Ｚ Ｚ Ｚ Ｚ 目

七 七 七 一
四 四 四 四
七 七 七 七

本

一 〇 〇 〇
■ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

コ＝

一 二 一 ＝
集

四 三 ＝ 一
霧 基

繍 会 睦ず写人
晒 か作 崔

竈 れ ＾ 体

た を用 邊
晒 か 作 左 僅

畠 利 及 ＾
た を月 邊 用

に 月 ぴし
由 利 丑 坦 目

邊 し口 た
に 用 ぴ し 的

供 て 艘 ｘ
螂 しｉ た

す 人 作 ｏ
操 て聰 ｘ 勤

る 体用 の
す 人 作 饒 能

こ 回 王 蛍

とｏは光

君偉用晒 又
こ回 珊 担

｝

．仙モ作
≒ 伽 批
○モ作

劫

榊 用
崔い

只
榊 用
崔い
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一一一六

嚢
薯

萎
琶

孔

月
ｏ

昆

組

合

世

型

ｘ

饒

睦

断

韮

据

□
型

ア

ナ

ロ

グ

式

汎

用
ｘ

邊

副

祖
瞳
断
望

■

苗

蜆

型

ア

ナ

ロ

グ

式

況

用
ｘ

触

邊

視
診
閉
曲

■

ポ

ー

タ

ヲ

ル

ア

ナ

回

ク

式

汎

月

ｘ

獺
逼
祖
睦
断
芸
－□

苗

聰

型

デ

ジ

タ

ル

式

汎

用

ｘ

饒

邊

祖
睦
断
砦

■

ポ
ー
タ
プ
ル
デ
リ

タ
ル
式
棚
用
ｘ

触
透
視
睦
断
崔
ｏ

据
■

型

ア
ジ
タ

ル
式
汎
月
ｘ
掠
邊

祖
酵
断
崔
口

据

■

型

ア

ナ

ロ

ク

式

帆

用

一

体

型

ｘ
ｏ
邊
視
勝
断
塞

■

措

ｏ

型

ア

ナ

ロ

ク

式

帆

用

一

体

型

ｘ

胡

這

祖

睦

断

芸

□

ポ

ー

タ

ヲ

ル

ア

ナ

ロ
ク

式

況

用

一

体
型
ｘ
籔
量
視
畦
断
装

■

苗

饒

型

デ

ジ

タ

ル

式

帆

用

一

体

型

ｘ

韻

達

視

睦

断

装

□

ポ

ー

タ

ヲ

ル

デ

ジ

タ

ル

式

机

用

一

体

型

ｘ

蜆

封

担

瞠

旺

姜

口

掴
ｏ
型
デ
ジ
ク
ル
式
棚

用
一
体

型

ｘ

邊

邊

掘

睦

断

芸

，

式 式 式 式

Ｚ

四

七

〇

一

ｚ

四

七

〇

二

Ｚ

四

七

〇

三

Ｚ

四

七

〇

四

ｚ

四

七

五

一

－

一
一
－

四

五

Ｚ

四

七

〇

一

ヱ

四

七

〇

＝

Ｚ

四

七

〇

三

Ｚ

四

七

〇

四

Ｚ

四
一

〇

二

－

晒

七

〇

一

Ｚ

四

七

〇

三

Ｚ

四

七

一

一

Ｚ

四

七

〇

一

Ｚ

四

七

〇

二

Ｚ

四

七

〇

三

Ｚ

四

七

〇

四

人
体

崔

遺

迫
し

た

ｘ

螂

の

蛍

光

作

岡

寧
＾

作

用

及
ぴ

■

口

作

用

又

は

モ

の

い

す

れ

か

岳

利

用

し

ー

台

切

ｘ

＾

高

■

匡

崔

ｏ

壷

切

摸

え

て

使

用

す

る

＝

と

で
、

乳

房

団
由

又

は

人

体

画

岱

田

睦

憲

仙

ｏ

崔

邊

供

す

る
，
」

と
．

睦ず写人…葦萎婁養
婁鶴駝碧

軸の 剛

八十
一

十
二

１

拮

■
型

ア

ナ

回

グ

式

孔

目
用

ｘ

強

畦

断
芸

□

ポ

ー

タ
ヲ

ル

ア

ナ

ロ

グ

式

乳

目

用

ｘ

饒

畦

靹

崔

ｏ

董

聰
型

ア

ナ

□

ク

式

乳

房
用

ｘ

触

睦
断
芸
□

掴

□
型
一
ア
ジ

タ

ル

式

託

房

用

五

触

睦
蜴
装
口
琵

型
デ
ジ

タ
ル
式
畔
房
用
ｘ
邊

塵
饒
装
□

訳

ー

タ

プ

ル
デ

ジ

ク

ル

式

乳

房

用

Ｘ

抽

睦

｝

詰

■

若

聰

型

デ

ジ

タ

ル

式

甜

尿

器

人

科

月
ｘ

諒

孟
視

睦

断

皇

■

苗

聰

型

ア
ナ

ロ

グ

式

据

尿

器

人

科

月

ｘ

饒

量

祖

睦

岨
装

■

据

■

型

デ

ジ

タ

ル

式

泌

辰

器

人

科

用

ｘ

饒

竈

視

睦

｝
監

□

据

■

型

ア

ナ

□

グ

式

漉

尿

窃

・

人

和

用

ｘ

饒

邊

視

畦

断
芸

□

血

部

＾

団
岐

醒

用

ｘ
饒

睦

断
芸
－
□

肋

胡

＾

団

岐

識

用

ｘ
舳

醇

断
芸

，

肋
・
蠣

蹄

坦

団

枇

砂

用

ｘ

触

諺

断

妾

－－胆

都
集

団

禎

診

用
一

体

型
吏

撹

醒

断

菱
ｏ

肥
部

＾

団

横

睦

用
一

体

型
ｘ

韻

諺

断

珪
■

肥
・
胆

部

＾

団

横

誰

用

一

体

型

ｘ

腕

雌
断
芸

口

古

科
＾

田

軸

睦

用

パ

ノ

ラ

マ

Ｘ

鯨

拙

〃
芸

□

ア
ナ

回

グ

式

ｏ

莉

用

パ

ノ

ヨ

マ

ｘ

艘
診
崎
芸

ロ

デ

ジ

タ

ル

式

歯

詞

用

ハ

ノ

ラ

マ

ｘ

触
瞠
饒
峯

□

ア

ナ

□

ク

式

蟷

科

月

パ

ノ
一
フ

マ

・

断

□
把

螂

ｘ

獺

雌

断

装

□

一
テ
リ

タ

ル
式

古

科

用

パ

ノ

ラ

マ

．

断

口

打

螂

ｘ

萬
瞳

断

妾

口

ア

ナ

ロ

グ

式

口

外

汎

用

歯

科

ｘ

腺

睦
断
蛙
■

デ

リ

ケ

ル

式

□

外

帆

用

歯

辞

ｘ

舳

睦
断
装
■

ヱ

四

七

五

一

－

二

－
四
五

Ｚ

四
七

〇

一

ヱ

四
七

〇

二

Ｚ

四

七

〇
一一一

Ｚ

四

七

〇

四

Ｚ

四

七

〇

一

Ｚ

四

七

〇

＝

Ｚ

四

七

〇

三

Ｚ

四

七

〇

四

Ｚ

四

一

〇

二

Ｚ

四

七

〇
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Ｚ
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七

〇
一一一

ｚ
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七
一

一

Ｚ

四
一

〇
一
一

Ｚ
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七

〇

一

Ｚ

四
七

〇
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ｚ
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七

一

一

■

四
一

〇
一
一

Ｚ

四

七

〇

一
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四

七

〇
一一一

Ｚ

四

七

一

一

乳

房
を

遍

邊
し

た

Ｘ

割

の

曲

光

作

用
，

写
＾

作

用

及
ぴ

■

舳

作

用

又

は

モ

の

い

ず

れ

か

荏

利

月

し

て

乳

房

回

岱

仙

剖

を

睦

竈

田

た

出

に

提

俳

す

呂
｝
」
と
．

鯛鰯＾

団

軸

諺

崔

目

的

に
．

人
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Ｌ
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ｘ
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営

光

作
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作

用

及
ぴ

○

晶

作

用

工

は

モ

の
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れ
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荏
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用

し

て
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体
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岱

椚
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崔

診
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切

た

め

に

提
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す
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．
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切

国
苗

吉
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追
し

た

ｘ
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切
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光

作
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写
＾

作

用
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ぴ

■

‘

作

月
又

ほ

モ
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ず

血

か

書

刮

月

し

て
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ｏ

科

睦

責

の

た

め

切

囲

部
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岱

芽

亙

ぴ
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の

い
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れ

か
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ｏ
ｏ

朝

崔

提

供

す

る

こ

と
．
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